
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

2,261

補正予算

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

本県は、「青少年は地域から育む」という観点から、県民一人ひとりの理解と協力による住民運動で青少年健全育成を図ることとしているた

め、青少年の健やかな育成に有害な社会環境の排除については、自主規制業界や市町村、関係団体などと協力し、今後も着実に取り組

んでいく。

2,261 1,008 1,208 1,008

5,063 5,137

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

4,129 4,129 4,129

目標に対

する成果

の状況

自主規制業界、青少年関係機関・団体が連携し、青少年の健全育成にとってより良い環境づくりに効果があらわれ、有害図書等取扱店に

おける青少年への配慮率は、普及啓発の不足等のため９８．０％で目標を達成できなかったものの、有害自動販売機の台数は前年度より

大幅に減少した。

 概算事業費（B（A）+C） 6,346 4,896

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

1,008合計（A) 2,261

当初予算

概　算

人件費

0.50 0.50 0.50 0.50

4,129

2,217 767 934

1,008 1,208 1,008

1,008

97.20%

25年度25年度25年度25年度 26年度

項目

有害図書配慮率

1,208

成果目標の達成状況

H26

（当初） （決算） （当初）

関東甲信越静地区子ども会

ジュニア・リーダー大会

補助金

県民運動推進等パンフレット

印刷

直接 県民運動推進等パンフレット等印刷 1,008

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25

総合５か年

計画

プロジェクト  

734 1,008

関東甲信越静地区子ども会ジュニア・リーダー大会へ

補助

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 可能

E-mail

施策の総合的展開

7-2 子育て先進県の実現 

青少年に有害な社会環境排除県民運動の普及促進を図るとともに、自主規制業界、青少年関係機関・団体と連携し、青少年の健全育成

にとってより良い環境づくりを目指す。

青少年に有害な社会環境排除県民運動の普及促進を図るとともに、自主規制業界、青少年関係機関・団体と連携し、青少年の健全育成

にとってより良い環境づくりを目指している。

jisedai@pref.nagano.lg.jp

○有害図書等の取扱店における青少年への配慮率を概ね９８．４％（H23年度末実績）以上に維持する。

○有害図書等を販売する自動販売機を前年度より減少させる。

200 0

1,208 934

【左記の説明、根拠法令等】

県が主導的に県民会議や関係団体と協力して実施していく必要がある。

合計

200

1,008

有害自動販売機台数

事業番号 04 06 06 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 健全な社会環境づくり事業健全な社会環境づくり事業健全な社会環境づくり事業健全な社会環境づくり事業
担

当

課

部局 県民文化部

　6　青少年の健全育成 実施期間 S53 ～

課・室 次世代サポート課

98.40% 98.0% 未達成

達成

現況以上

現況以下146台 現況以下 126台

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況


